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一歩前へ一歩前へ

町民の声を、議会の力に
　令和５年の統一地方選挙において朝日町議会は無投票となり、議会の
担い手不足という課題が改めて浮き彫りとなりました。町民の声を確か
に反映するには、議会をもっと身近に感じていただくことが大切です。
農業を生業とする議員が多い強みを生かしつつ、多様な業種、女性、青
年の皆さんの声を直接伺い、議会活動と政策提案に反映していきたい
――その思いを議員と町執行部で共有し、町民議会を開催しました。

　参加していただいた皆さんに感謝申し上げます。

朝日町議会議長　阿部為吉

参加していただいた皆さんの  感想と思いをいただきました。参加していただいた皆さんの  感想と思いをいただきました。

阿
あ べ

部　佳
よしたか

孝さん（写真中央）　私は、朝日町に限らず、日本の最大の問題は人口
減少であり、少子化対策こそが喫緊の課題と考えています。町民議会では、町と
しても重要な課題であるとの回答があり、対策が実行されることを期待します。
我々企業は “ 人 ” こそ最大の資源であると考えています。このたびこのような機会
をいただき大変感謝しております。今後も継続されることを期待しますし、さまざ
まな人の意見が出てくることを願っています。

今
こ ん の

野　　颯
そう

さん　議会中継を視聴するのと実際に議場に立つのとでは違い、当然で
すがとても緊張しました。多くの方のおかげで議会が開かれていると感じ、この場に
立つ貴重な機会をいただけたことに感謝しております。今後も町民の声が届く議会で
あってほしいと願っています。また、自分は町の観光業に少しでも貢献できればと思っ
ています。身近な人の声を議会に届けるのも地域おこし協力隊の活動の一つと考えて
いますので、気軽にお声がけいただければうれしいです。
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町民参加型議会町民参加型議会 一歩前へ一歩前へ

参加していただいた皆さんの  感想と思いをいただきました。参加していただいた皆さんの  感想と思いをいただきました。

⬅町民議員の質疑応答は次のページへ

白
し ら た

田　憲
のりひこ

彦さん
初めてのことで分からないことも多く、
町民議会の難しさを痛感しました。新
規就農者が農業を継続できる環境づく
りなど、若手農業者の会としてできる
ことを積極的に取り組んでいきます。

安
あんどう

藤　尚
なおゆき

之さん
（写真左）
直接、町からお
話が聞けて良い
機会でした。

多
た だ

田　恵
え り こ

理子さん（写真右）　
参加者が女性、男性が半々くらいで良いと思いました。リアルタイムで困ったことを直
接発言できる場はすごく大事です。個人、グループ活動ともに、やるべきことを楽しみ
ながら行動に移していきたいです。朝日町で「自分はどう生きたいか」「どうありたいのか」
をじっくり考え、自分自身と向き合う時間を作ってほしいと思います。「自分を生きるの
は楽しい！」と思える女性があふれる町にしましょう。
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各団体代表議員の各団体代表議員の    質疑質疑は、は、内容内容はは
町の農業について

女性が輝くまちづくりについて

維持·運営を重視した公共施設の見直し

質問
１ 朝日町の農業について

（１）就農後３～５年間の経営安定期を支える制度の拡充は可能か。
（２）�既存農家と新規就農者の連携・研修の仕組みをどう考えているか。

町長
朝日町では、高齢化や後継者不足で産地継承が課題のため、「りんごの郷協
議会」を立ち上げ、担い手確保と樹園地継承を進めています。既存農家の
技術継承と新規就農者の発想を取り入れるため、年 3 回の「みらい塾」の
実施や果樹組合・若手農業者の会の研修・情報交換を継続し、農家同士の
連携強化とりんごブランド維持に努めています。

質問
 「自分を生きるのが楽しい」と感じられる女性が多い朝日町を目指してい
るが、現実には家事・育児・仕事に追われ、本当にやりたいことを我慢し
ている女性もいる。そこで、性別役割の固定観念を見直し、誰もが自分ら
しく生きられる意識改革を進めるための取り組みを行っているか。また、
女性が町内で起業し、活躍できるような起業支援策はあるのかを伺う。

町長
朝日町では、男女が個人として尊重され、自由に選択し、それぞれの能力
を発揮できる「男女共同参画社会」の実現が不可欠と考えています。一方
で、性別役割への無意識の思い込みが残るため、令和 3 年策定の「男女共
同参画基本計画」に基づき、パネル展示や広報特集、SNS による情報発
信などで意識啓発を進め、今後は推進員による出前講座なども検討します。
また、男女問わず起業支援は人口流出防止や地域活性化に重要と考えてお
り、「創業支援事業費補助金」を設けています。今後も制度の周知を図る
とともに、創業セミナーや相談体制の充実を進め、安心して起業できる環
境を整えます。

質問
人口減少を前提に「戦略的に縮む」まちづくりへ転換し、住宅支援などで
人口の流出を防ぎつつ、箱ものは維持管理・長期コスト重視に考えをシフ
トすべきだ。未使用・低利用の施設や廃校の利活用、解体方針についての
町の考え、そしてその反映状況と、今後の過程で町民・事業者がどのよう
に関わっていけるのかを伺う。
町長   
町有施設は約 70 施設ありますが、現在、未使用の施設はありません。利用頻
度が低いのは主に廃校で、利用状況は各担当課が把握しています。廃校舎は
現在５カ所で、うち１カ所（旧西五百川小学校三中分校）は県指定文化財のため、
継続維持します。残り４カ所は公民館や地域団体、農家の作業場などとして
貸し出していますが、老朽化が進んでおり、安全性や維持管理費を踏まえ、
時期は未定ながら解体方向で検討しています。町は公共施設総合管理計画（平
成 28 年度策定）に基づき、施設量の適正化・長寿命化・配置見直しと民間
活力導入を進め、義務教育学校建設と並行して今後増加が見込まれる廃校の
利活用や解体についても、町民や事業者と協働で検討していく考えです。

朝日町若手農業の会
白
し ら た

田　憲
のりひこ

彦さん

朝日町女性グループ
YUKARI（ゆかり）
多
た だ

田　恵
え り こ

理子さん
佐
さ と う

藤　智
ち ほ

穂さん

朝日町建設総合組合
安
あんどう

藤　尚
なおゆき

之さん
清
せ い の

野　英
ひ で き

樹さん
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各団体代表議員の各団体代表議員の    質疑質疑は、は、内容内容はは

初めての町民議会、皆さんの質問やご意見はこれからの町の課題として、
さまざまな場面で議論させていただきます。ありがとうございました。

町民議会当日の様子は、録画中継でご覧になれます。

人口減少と企業誘致の対策は

町の観光について

質問　①人口減少対策について
朝日町は消滅可能性が指摘される中、既存の施策は他自治体と同質化して
いる。子育て世帯や移住者に向けた祝金の大幅拡充や外国人特区の設置な
ど、より踏み込んだ抜本策を検討すべきではないか。

町長
国推計でも人口は大幅減へ向かう見通しです。町は「縮充」の考えを取り
入れつつ、総合戦略による人口ビジョンの実現、人口減少の抑制に取り組
んでいます。既存の祝金の大幅拡充は現状困難ですが、新たな二拠点居住
者祝金・外国人材の定着に向けた施策については調査研究を進め、広域連
携しながら検討していきます。

質問　②企業誘致・交流について
企業誘致の実績が乏しい要因をどう分析し、具体策をどのように検討して
いるか。また、ダイキン工業㈱・パナソニック㈱・ミズノ㈱などとの関係
を生かし、空気まつり単発ではなく通年で社員交流・来訪を促す仕組みを
作れないか。

町長
成果が出ない主な要因は交通アクセスの弱さとオーダーメイド型企業誘致の時間的負担と分析しています。
課題の即時解決は困難ですが、これまでの企業連携を生かし、再整備中のコテージ村と世界に唯一の空気
神社を軸に交流拡大・誘致を粘り強く推進します。また、世界的有名誌で「2026 年に行くべき世界の旅行先」
に山形県が選ばれたことを追い風として町の PR を強化していきます。

質問
道の駅あさひまち「りんごの森」を含む町内各施設・町内イベント（町主催・
町民主体を問わず）の開催情報を、国道通行者や来訪者に分かりやすく周
知するため、道の駅国道沿いへ向けた電光掲示板の設置や、町内イベント
情報を一覧できる案内掲示板などの整備を検討できないか伺う。

町長
道の駅あさひまち「りんごの森」は年間 30 万人超が来場し、道の駅での
マルシェイベントにも多くの来場者がありました。イベントの集客には事
前周知が重要で、町の主要イベントでは SNS・チラシ・TV やラジオに加
え、開催 3 週間前から国道・県道沿い７カ所に PR 看板を設置しておりま
す。PR 看板は効果的で低コストなため、道の駅イベントでも設置できるか
管理会社と検討します。また、観光 3 施設にデジタル掲示板設置を検討中
で、施設情報や飲食店情報なども発信し、周遊観光促進につなげていきます。
他施設事例やコストも調査し、効果的な PR を進めます。町民や各種団体が
主催するイベントについても PR 看板の貸し出しや作成支援を行い、観光協
会のホームページや SNS、今後導入予定のデジタル掲示板への掲載も含め、
情報発信を強化します。

朝日町事業振興協議会
阿
あ べ

部　佳
よしたか

孝さん
佐
さ と う

藤　欣
き ん じ

治さん
渡
わたなべ

辺　裕
ゆういち

一さん

朝日町地域おこし協力隊
今
こ ん の

野　　颯
そう

さん
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令和７年度一般会計補正予算（第５号） …………… 可決
歳入歳出それぞれ5,900万円を増額し、総額を70億9,150万円とするもの。

〇補正の主な内容
　　①町の魅力を広く発信 ………………………………………………·· 30 万円①町の魅力を広く発信 ………………………………………………·· 30 万円
　　…�国から「新しい地方経済・生活環境創生交付金」を受け、朝日町の魅力　　…�国から「新しい地方経済・生活環境創生交付金」を受け、朝日町の魅力

を発信する関係人口創出事業を実施するもの。を発信する関係人口創出事業を実施するもの。

　②山形市直行バスの修繕など ………………………………………·· 80 万円　②山形市直行バスの修繕など ………………………………………·· 80 万円
　　…タイヤの交換費用などの修繕料を増額するもの。　　…タイヤの交換費用などの修繕料を増額するもの。

　③空き家等解体補助 ………………………………………………·· 525 万円　③空き家等解体補助 ………………………………………………·· 525 万円
　　…補助金申請数の増に伴い、予算の増額を行うもの。　　…補助金申請数の増に伴い、予算の増額を行うもの。

　④重度心身障害者医療費 …………………………………………·· 300 万円　④重度心身障害者医療費 …………………………………………·· 300 万円
　　…医療費の増に伴う不足分を増額するもの。　　…医療費の増に伴う不足分を増額するもの。

　⑤障害児通所支援事業費 …………………………………………·· 150 万円　⑤障害児通所支援事業費 …………………………………………·· 150 万円
　　…�利用者拡大に伴う経費を増額するもの。　　…�利用者拡大に伴う経費を増額するもの。

　⑥有害鳥獣被害対策推進事業 ………………………………·…···· 330 万円　⑥有害鳥獣被害対策推進事業 ………………………………·…···· 330 万円
　　…�電気柵設置希望の増および、住宅近くに有害鳥獣を誘引する恐れのある　　…�電気柵設置希望の増および、住宅近くに有害鳥獣を誘引する恐れのある

果樹の伐採に対する補助事業を創設するもの。果樹の伐採に対する補助事業を創設するもの。

　⑦県払い下げ除雪ドーザーの整備など …………………………··· 632 万円　⑦県払い下げ除雪ドーザーの整備など …………………………··· 632 万円
　　…山形県から払い下げの除雪車両を購入および導入するための経費。　　…山形県から払い下げの除雪車両を購入および導入するための経費。

　⑧義務教育学校建設用地の地質調査 …………………………······ 400 万円　⑧義務教育学校建設用地の地質調査 …………………………······ 400 万円
　　…�町立義務教育学校「あさひ未来学園」建設予定地の地質調査を行うもの。　　…�町立義務教育学校「あさひ未来学園」建設予定地の地質調査を行うもの。

　　⑨秋葉山交友館（北部公民館）入口の自動ドア更新 ……………·· 70 万円⑨秋葉山交友館（北部公民館）入口の自動ドア更新 ……………·· 70 万円

　⑩水路の修繕 ………………………………………………………·· 200 万円　⑩水路の修繕 ………………………………………………………·· 200 万円
　　…令和６年度の大雨により被災した助ノ巻水路の復旧工事を行うもの。　　…令和６年度の大雨により被災した助ノ巻水路の復旧工事を行うもの。

令和７年
12月定例会 補正予算の主な内容
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石
井
議
員　

ラ
イ
フ
ル
銃
に

よ
る
有
害
鳥
獣
等
駆
除
の
た
め
、

町
長
の
推
薦
が
あ
れ
ば
早
期
に

ハ
ー
フ
ラ
イ
フ
ル
を
所
持
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

銃
の
購
入
や
保
管
箱
な
ど
へ
の

助
成
は
ど
う
な
る
の
か
。

 

農
林
振
興
課
長　
銃
器
お
よ

び
銃
保
管
庫
の
購
入
経
費
に
つ

い
て
は
、経
費
の
３
分
の
１（
上

限
10
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

ま
た
、
狩
猟
免
許
取
得
に
係
る

経
費
お
よ
び
銃
所
持
許
可
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
は
、
補
助
対

象
経
費
の
２
分
の
１
を
補
助
し

ま
す
。

 

鈴
木
義
昭
議
員　
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
の

１
５
０
０
万
円
減
額
の
理
由

は
。

 

健
康
福
祉
課
長　
昨
年
度
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
自

己
負
担
額
が
３
５
０
０
円
で
し

た
が
、
今
年
度
は
自
己
負
担
額

が
７
８
０
０
０
円
に
増
額
と

な
っ
た
た
め
、
町
の
予
算
を
減

額
し
た
も
の
で
す
。

 

細
谷
議
員　
義
務
教
育
学
校

建
設
予
定
地
の
４
カ
所
の
地
質

調
査
の
結
果
次
第
で
、
建
物
の

配
置
場
所
が
変
更
に
な
る
可
能

性
は
あ
る
の
か
。

 

教
育
文
化
課
長　
地
質
調
査

は
建
物
の
基
礎
を
確
定
す
る
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、

周
辺
調
査
で
も
問
題
が
な
い
と

の
確
認
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
設
置
場
所
の
変
更
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

和
田
議
員　
高
齢
者
運
転
免

許
証
返
納
事
業
の
内
容
は
。

 

危
機
管
理
対
策
室
長　
高
齢

者
が
自
主
的
に
運
転
免
許
証
を

返
納
し
た
際
に
、
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
、
山
交
バ
ス
、
ま
た
は

タ
ク
シ
ー
の
い
ず
れ
か
で
利
用

で
き
る
乗
車
券
を
支
給
す
る
事

業
で
す
。対
象
件
数
は
15
件
で
、

１
件
あ
た
り
２
万
円
分
を
支
給

し
ま
す
。

 

白
田
議
員　
子
実
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
生
産
と
、
米
価
高
騰

に
よ
る
作
付
転
換
と
畜
産
業
へ

の
影
響
は
。

 

農
林
振
興
課
長　
米
価
高
騰

に
よ
り
水
稲
栽
培
へ
の
転
換
が

進
む
と
、
飼
料
価
格
の
上
昇
に

も
つ
な
が
り
、
町
内
の
畜
産
農

家
へ
の
影
響
も
生
じ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
今
後
、
国
や
県
の

動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
町
の

支
援
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま

す
。

　
議
題
75
号

予
防
接
種
費
の
減
額

予
防
接
種
費
の
減
額

運
転
免
許
証
返
納

運
転
免
許
証
返
納

義
務
教
育
学
校

義
務
教
育
学
校

地
質
調
査
委
託

地
質
調
査
委
託

子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

作
付
支
援

作
付
支
援

ラ
イ
フ
ル
銃
所
持
等

ラ
イ
フ
ル
銃
所
持
等

の
助
成

の
助
成

12
月
定
例
会

議
案
質
疑
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運転免許証を自主返納した際に、
申請すると交付される運転経歴証明書

見本

有害鳥獣対策実施隊

子実用トウモロコシ

特　
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採
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一
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事
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協
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行
政
調
査
報
告

議
会
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活
動

両
町
協
議
会

議
員
研
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阿
部
正
明
議
員　
「
関
係
人
口

創
出
事
業
」の
内
容
と
財
源
は
。

ま
た
、
町
民
も
こ
の
事
業
を
活

用
で
き
る
の
か
。

 

政
策
推
進
課
長　
国
の
「
新

し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創

生
交
付
金
」
を
活
用
し
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
と
連
携
し

て
、
都
内
で
町
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
現
役
の
協
力
隊
員
に
よ
る

類
似
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
績
も
あ

り
、
現
時
点
で
は
事
業
者
の
募

集
を
行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

鈴
木
義
昭
議
員　
県
か
ら
の

払
い
下
げ
に
よ
る
ド
ー
ザ
ー
購

入
は
増
車
と
な
る
の
か
。
ま

た
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
数
や

除
雪
距
離
は
昨
年
よ
り
増
え
た

の
か
。

 

建
設
水
道
課
長　
こ
の
た
び

の
購
入
は
、
故
障
時
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
た
め
の
増
車
で
す
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
22
名
体
制

で
、
除
雪
距
離
は
昨
年
度
と
同

程
度
で
す
。

 

柴
田
議
員　
今
回
の
人
事
院

勧
告
に
よ
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
給
与
等
の
増
額
改
正
に
つ

い
て
、
３
名
分
の
み
の
記
載
と

な
っ
て
い
る
が
、
他
の
隊
員
へ

の
対
応
は
。

 

総
務
課
長　
現
在
総
勢
12
名

の
隊
員
が
着
任
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
９
名
の
隊
員
に
つ
い
て

は
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

増
額
改
正
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
３
名
の
隊
員
に
つ
い
て
は
、

業
務
の
委
託
契
約
の
た
め
別
途

増
額
し
て
い
ま
す
。

 

青
木
議
員　
当
初
の
想
定
を

上
回
り
、
倍
の
件
数
の
申
請
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
。
こ

こ
数
年
の
傾
向
や
今
後
の
見
通

し
を
踏
ま
え
て
、
来
年
度
予
算

に
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る

考
え
か
。

 
建
設
水
道
課
長　
一
昨
年
は

20
数
件
、
昨
年
が
10
件
と
、
年

度
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。
冬

に
大
雪
と
な
っ
た
年
は
増
加
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度

は
10
件
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

 

鈴
木
光
一
議
員　
物
価
高
騰

な
ど
の
影
響
で
、
解
体
の
費
用

が
高
額
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

解
体
補
助
金
の
増
額
は
考
え
て

い
な
い
の
か
。

 

建
設
水
道
課
長　
平
均
し
て

40
坪
程
度
の
空
き
家
が
多
く
、

解
体
費
用
は
2
5
0
万
円
前

後
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
時
点

で
、
お
お
む
ね
適
正
と
考
え
て

空
き
家
解
体
申
請

空
き
家
解
体
申
請

増
加
増
加

空
き
家
等
解
体

空
き
家
等
解
体

事
業
事
業

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て

に
つ
い
て

除
雪
車
両
購
入

除
雪
車
両
購
入

関
係
人
口
創
出

関
係
人
口
創
出

事
業
の
活
用
と
は

事
業
の
活
用
と
は
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町民の足を守る除雪車両

増える空き家解体

現役隊員が実施した関係人口創出イベント
「朝日町語ら night」の様子
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集
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議
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覧
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会
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問
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調
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報
告

議
会
の
活
動

両
町
協
議
会

議
員
研
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い
ま
す
が
、
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

 

細
谷
議
員　
現
在
、
町
道
に

架
か
る
橋
梁
は
59
あ
り
、
中
に

は
供
用
開
始
か
ら
1
0
0
年

を
経
過
し
た
橋
梁
も
あ
る
。
今

後
の
維
持
管
理
の
対
応
は
。

 

建
設
水
道
課
長　
安
全
確
保

の
面
か
ら
、
５
年
ご
と
の
計
画

的
な
保
守
点
検
に
努
め
、
ラ
ン

ク
に
応
じ
た
適
切
な
修
繕
を
行

う
な
ど
、
今
後
も
継
続
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

 

柴
田
議
員　
現
在
採
用
し
て

い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
人

数
、
そ
の
う
ち
町
外
在
住
者
の

人
数
と
、
そ
の
方
々
の
徴
税
の

納
付
状
況
、
ま
た
令
和
７
年
度

の
町
正
職
員
の
採
用
人
数
は
。

 
総
務
課
長　
人
数
は
1
0
6

名
で
、
町
外
在
住
の
方
は
25
名

で
す
。
納
付
状
況
は
、
所
得

税
が
約
23
万
円
、
住
民
税
が

約
2
1
2
万
円
程
度
で
、
そ

れ
ぞ
れ
該
当
す
る
市
町
村
へ
納

付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和

7
年
4
月
採
用
の
町
正
職
員

は
３
名
で
す
。

 

鈴
木
義
昭
議
員　
歳
入
予
算
の

新
型
コ
ロ
ナ
定
期
接
種
ワ
ク
チ

ン
確
保
事
業
に
対
す
る
助
成
金

1
3
2
0
万
円
の
減
額
理
由

は
。

 

健
康
福
祉
課
長　

 

国
の
資
金

管
理
団
体
か
ら
の
助
成
金
が
皆

減
し
た
た
め
で
す
。

 

佐
竹
議
員　
退
去
時
の
修
繕

費
と
し
て
1
5
0
万
円
と
あ

る
が
、
ど
の
施
設
の
何
を
修
繕

す
る
の
か
。

 

建
設
水
道
課
長　

町
営
の
、

み
ど
り
ハ
イ
ツ
、中
郷
ハ
イ
ツ
、

さ
ゆ
り
ハ
イ
ツ
、
み
な
み
ハ
イ

ツ
の
各
１
件
ず
つ
で
、内
容
は
、

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
洗
面
所
な
ど

の
破
損
部
や
汚
れ
て
い
る
と
こ

ろ
な
ど
を
修
繕
し
ま
す
。

 

和
田
議
員　
保
健
衛
生
普
及

費
が
10
万
円
の
減
額
、
疾
病
予

防
費
が
10
万
円
の
増
額
に
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

 

健
康
福
祉
課
長　
減
額
に
つ

い
て
は
、
健
康
ま
つ
り
の
事
業

実
績
で
不
用
額
が
生
じ
た
た
め

で
す
。
増
額
に
つ
い
て
は
、
糖

尿
病
重
症
化
予
防
事
業
を
実
施

す
る
た
め
で
す
。

 

長
岡
議
員　
義
務
教
育
学
校

の
用
地
取
得
に
つ
い
て
、
地
権

者
の
相
続
登
記
や
県
外
在
住
者

と
の
調
整
が
必
要
と
聞
く
が
、

取
得
は
計
画
ど
お
り
順
調
に
進

む
見
込
み
か
。

 

教
育
文
化
課
長　
相
続
登
記

に
つ
い
て
は
現
在
手
続
き
中
で

す
。
そ
の
他
に
つ
い
て
も
用
地

取
得
が
計
画
ど
お
り
順
調
に
進

む
よ
う
に
、
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

町
道
町
道
橋橋き

ょ
う
り
ょ
う

き
ょ
う
り
ょ
う梁梁
に
つ
い
て

に
つ
い
て

今
後
の
対
応

今
後
の
対
応

　
議
題
76
号

　
議
題
83
号

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
増
額
・

特
別
会
計
増
額
・

減
額
補
正
の
理
由
は

減
額
補
正
の
理
由
は

学
校
用
地
取
得
の

学
校
用
地
取
得
の

現
状
は

現
状
は

会
計
年
度
任
用

会
計
年
度
任
用

職
員
に
つ
い
て

職
員
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
、

国
か
ら
の
助
成
減
額

国
か
ら
の
助
成
減
額

町
営
住
宅

町
営
住
宅

退
去
時
の
修
繕
費

退
去
時
の
修
繕
費

お詫びと訂正
本紙第160号（令和７年10月31日発行
号）の４頁特集記事内で町民の声をお寄せ
いただいた方のお名前（ふりがな）に以下
の内容で誤りがありました。お詫びして訂
正いたします。

【誤】白田隆美（しらた たかみ）さん  
【正】白田隆美（しらた たかよし）さん
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義務教育学校　整備予定地

橋梁修繕工事中の旧五百川橋

町営住宅の中郷ハイツ
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令和７年 12 月定例会議案採決一覧令和７年 12 月定例会議案採決一覧
番　号 議案概要 結　果 青木 和田 柴田 長岡 阿部

正明
鈴木
義昭 白田 石井 鈴木

光一 細谷 佐竹

人事案件

議第63号 朝日町農業委員会委員の任命
任期満了に伴い志藤一枝氏（川通）を再任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第64号 朝日町農業委員会委員の任命
任期満了に伴い清野忠市氏（古槙）を新任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第65号 朝日町農業委員会委員の任命
任期満了に伴い小林幸子氏（大沼）を再任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第66号 朝日町農業委員会委員の任命
任期満了に伴い渡辺良明氏（大谷第二）を再任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第67号 朝日町農業委員会委員の任命
任期満了に伴い佐藤亮二氏（新宿）を再任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第68号 朝日町農業委員会委員の任命
任期満了に伴い菅井源三郎氏（小原）を再任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第69号 朝日町農業委員会委員の任命
任期満了に伴い髙橋道子氏（水本）を再任 同意 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第70号 朝日町農業委員会委員の任命
任期満了に伴い笹原昌俊氏（長沼）を再任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第71号 朝日町農業委員会委員の任命
任期満了に伴い佐竹敏子氏（太郎第一）を再任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第72号 朝日町農業委員会委員の任命
任期満了に伴い柴田栄三郎氏（元町）を新任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第73号 朝日町農業委員会委員の任命
任期満了に伴い鈴木敏広氏（松程）を再任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第74号 朝日町農業委員会委員の任命
任期満了に伴い鈴木好一氏（八ツ沼）を再任 同意 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補正予算

議第75号 一般会計補正予算（第５号）
5,900 万円増額／総額 70 億 9,150 万円 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第76号 国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
85 万円増額／総額９億 1,655 万円 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第77号 介護保険特別会計補正予算（第２号）
186 万円増額／総額 12 億 4,568 万円 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第78号 病院事業会計補正予算（第１号）
収益的収支 690 万円増額／総額８億 9,290 万円 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第79号 集落排水事業会計補正予算（第１号）
収益的支出予算内の組換え、流用／総額 3,300 万円 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第80号
水道事業会計補正予算（第２号）
営収益的収支 200 万円増額、予算内流用
／総額１億 4,930 万円

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例改正等

議第81号 朝日町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
人事院勧告等に鑑み、町職員の給与の改定を行うもの 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第82号
朝日町特別職に属する者の給与に関する条例の一部改正
町長、副町長、教育長、町議会議員に支給する期末手当
支給割合の改定を行うもの

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得・契約案件

議第83号
財産の取得
取得価格　１億 4,422 万円　
町立あさひ未来学園建設用地として、緑が丘公園北側に
位置する水田及び雑種地を取得するもの

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※賛成：○　反対：×
※阿部為吉議員は議長のため採決には参加しません。

※補正予算及び決算の金額は万円以下切り捨てで表記しています。
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朝日町農業委員会委員の任命について
町長より議会の同意を求められ、採決の結果、可決されました。
任期は令和7年12月21日から令和10年12月20日までの3年間です。

議第 63 〜 74 号

  人 事 案 件  人 事 案 件

全員協議会による現地視察
調 　 査 　 日　令和 7 年 12 月 5 日（金）
調 査 個 所　朝日自然観コテージ村建設現場
調 査 目 的　�令和 7 年９月議会において「朝日自然観コテージ村」整備事業コテージ新築工

事（第１工区～第３工区）の請負契約が締結・承認され、令和８年３月 25 日
の完成期限に向けての進捗状況を把握するため、全議員と担当課職員の出席の
下、現場調査を行いました。

予定建設棟数　第 1 工区　　新築 3 棟
　　　　　　　第 2 工区　　新築 3 棟
　　　　　　　第 3 工区　　新築 3 棟
　　　　　　　Ｓ棟リフォーム 　２棟

所　　　　感　�現場は前日からの降雪により積雪量が多く、除雪を行いながらの作業となって
いた。外構工事についても水道管などの埋設状況を確認しながらの作業であり、
難航している状況であった。今後も進捗について注視したい。

11

志
し と う か ず え

藤一枝氏
（川通）

佐
さとうりょうじ

藤亮二氏
（新宿）

佐
さ た け と し こ

竹敏子氏
（太郎第一）

清
せいのちゅういち

野忠市氏
（古槙）

菅
すがいげんざぶろう

井源三郎氏
（小原）

柴
しばたえいざぶろう

田栄三郎氏
（元町）

小
こばやしさちこ

林幸子氏
（大沼）

髙
たかはしみちこ

橋道子氏
（水本）

鈴
すずきとしひろ

木敏広氏
（松程）

渡
わたなべよしあき

辺良明氏
（大谷第二）

笹
ささはらまさとし

原昌俊氏
（長沼）

鈴
すずきよしかず

木好一氏
（八ツ沼）

朝日自然観コテージ村建築現場を調査
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実
施
隊
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討

【
質
問
】　
猟
友
会
へ
の
報

酬
体
系
、
安
全
確
保
、
責

任
の
明
確
化
に
つ
い
て
伺

う
。

【
町
長
】　
猟
友
会
員
を
実

施
隊
と
し
て
委
嘱
し
、
交

付
金
で
捕
獲
な
ど
の
単
価

報
酬
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

増
額
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
会
長
と
協
議
し
ま
す
。

補
償
は
労
災
補
償
（
実
績

あ
り
）
で
す
。
安
全
装
備

は
今
後
検
討
し
、
活
動
は

役
場
の
指
示
下
で
町
が
管

理
・
責
任
を
負
い
ま
す
。

【
質
問
】　
実
施
隊
を
含
む

町
の
協
議
会
の
実
績
が
な

い
と
聞
い
て
い
る
。「
必

要
に
応
じ
て
話
す
」
で
は

な
く
、
協
議
の
仕
組
み
を

明
確
化
し
、
定
例
会
議
を

設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　
状
況
を
踏
ま
え
、

実
施
隊
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
ま
す
。

【
質
問
】　
サ
ル
の
群
れ
が

増
え
、
果
樹
な
ど
基
幹
産

業
に
影
響
が
出
た
場
合
、

ど
う
対
処
す
る
の
か
。

【
農
林
振
興
課
長
】　
生
活

圏
に
近
づ
く

前
に
「
人
里

は
危
険
」
と

学
習
さ
せ
る

こ
と
が
重
要

で
す
。
爆
竹

や
パ
チ
ン
コ

な
ど
に
よ
る

追
い
払
い
を

徹
底
し
、
被

害
の
未
然
防

止
を
図
り
ま

す
。
目
撃
情

報
に
つ
い
て

は
、
速
や
か

に
町
へ
ご
連

絡
い
た
だ
き
、
迅
速
に
対

応
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
鳥
獣
食
害
対
策

の
実
証
検
証
や
、
今
後
の

実
施
予
定
お
よ
び
可
能
性

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

鳥
獣
対
策
実
施
隊
の

立
場
を
明
確
化

町長

♦一般質問とは　�議員による町民のための施策提言の場。その実現に向けた方策を、町長・執行
部側と真剣に質疑・答弁を介して政策議論します。

1 長　岡　裕　二
「安全な町民生活を脅かす害獣対策について」
―行政（警察）、猟友会、町民の相互理解の醸成について―
ドローンを活用した鳥獣被害対策の実証導入と、
町としての具体的な導入方針について

Ｐ12

2 白　田　忠　一 当町の農業の現状と今後の振興策について Ｐ13

3 和　田　一　則 朝日町の交通網について
義務教育学校について Ｐ13

4 細　谷　秀　明 地域コミュニティ交通の利便性向上に向けて！
当町としての今後のクマ対策は Ｐ14

5 青　木　裕　子 稼ぐ観光に向けた取り組みにおける現状と展望について Ｐ14

6 佐　竹　祐　樹 クマ出没、災害発生時等の連絡について Ｐ15

7 阿　部　正　明 朝日町が誇る特産品（りんご等農産物）の生産（栽培）、
販売体制の現状と支援は Ｐ15

お持ちのスマート
フォンやタブレット
から二次元バーコー
ドを読み込むと、各
議員の質問を動画で
ご視聴いただけます。
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町政に問う 一般質問町政に問う 一般質問

長岡　裕二   議員長岡　裕二   議員実施隊がいなければ、巨大イノシシによる被害が拡大する
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【
質
問
】　
地
域
計
画
と
は

10
年
後
を
見
据
え
、
将
来

の
地
域
の
農
地
を
誰
が
ど

の
よ
う
に
利
用
し
、
地
域

農
業
を
維
持
、
発
展
さ
せ

て
い
く
の
か
を
、
地
域
の

話
し
合
い
に
よ
っ
て
決
め

る
計
画
。
令
和
７
年
３
月

ま
で
策
定
す
る
こ
と
が
義

務
化
さ
れ
た
が
、
結
果
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

【
町
長
】　
農
業
者
に
対
し

て
将
来
の
意
向
や
農
業
を

継
続
す
る
か
ど
う
か
、
規

模
を
縮
小
、
拡
大
し
た
い

の
か
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
農
業
関
係
者

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
町
内
３
地
区
で
２
回
ず

つ
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
３
月
に
は
、
結
果
を

反
映
し
た
目
標
地
図
お
よ

び
地
域
計
画
を
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
全
国
的
に
は
将
来
の
担

い
手
不
在
の
農
地
が
、
３

割
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

当
町
は
５
割
弱
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

【
質
問
】　
今
後
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

【
町
長
】　
地
域
計
画
は
毎

年
見
直
し
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
、
状
況
を
反
映

し
な
が
ら
地
域
農
業
を
次

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
質
問
】　
ク
マ
や
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
捕
獲
数
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、

埋
設
施
設
を
増
設
す
る
考

え
は
な
い
か
。

【
町
長
】　
猟
友
会
の
負
担

軽
減
と
な
る
よ
う
な
方
法

に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行

い
、
今
後
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
質
問
】　
町
内
交
通
網
に

つ
い
て
、
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
活
用
し
、
一
般

の
方
が
自
分
の
自
家
用
車

を
用
い
て
送
迎
が
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築

で
き
な
い
か
。

【
町
長
】　
当
町
で
は
、
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
活
用

し
た
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
他
自
治
体
の
導

入
事
例
な
ど
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
町
民
の
利
便
性

な
ど
も
考
慮
し
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】　
義
務
教
育
学
校

開
校
に
よ
り
、
閉
校
と
な

る
４
校
の
利
活
用
は
。

【
町
長
】　
建
築
年
度
が
新

し
く
経
過
年
数
の
短
い
、

西
五
百
川
小
学
校
お
よ
び

宮
宿
小
学
校
の
体
育
館
、

な
ら
び
に
大
谷
小
学
校
の

校
舎
・
体
育
館
は
、
原
則

と
し
て
解
体
せ
ず
に
利
活

用
す
る
方
針
で
す
。

【
質
問
】　
制
服
、
運
動
着
、

ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
の
切
り

替
え
は
。

【
町
長
】　

町
民

の
関
心
が
高

い
制
服
に
つ
き

ま
し
て
は
、
令

和
８
年
度
中
に

決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
運

動
着
、
シ
ュ
ー

ズ
、
カ
バ
ン
な

ど
の
学
用
品
も
、

令
和
８
年
度
中

の
決
定
を
目
指

し
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
な

お
、
現
在
使
用

中
の
ラ
ン
ド
セ
ル
や
制
服
、

シ
ュ
ー
ズ
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
は
、
経
過
措
置
と
し

て
、
可
能
な
限
り
そ
の
ま

ま
継
続
し
て
使
用
い
た
だ

け
る
方
向
で
調
整
し
て
い

ま
す
。

当
町
の
農
業
の
現
状
と

今
後
の
振
興
に
つ
い
て

町
内
交
通
網
・

義
務
教
育
学
校
は

地
域
農
業
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指
す

効
率
的
な
運
用
・

丁
寧
に
説
明

町長

町長
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有害鳥獣埋設施設の設置を 白田　忠一   白田　忠一   議員議員

和田　一則   議員和田　一則   議員義務教育学校完成イメージ図
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【
質
問
】　
空
気
神
社
を
起

点
と
し
た
経
済
活
性
化
に

お
い
て
は
、
新
た
な
取
り

組
み
へ
の
努
力
が
う
か
が

え
る
。
さ
ら
な
る
推
進
と

し
て
、
道
の
駅
で
新
規
導

入
予
定
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
空
気
神
社
駐
車
場
や

ロ
ッ
ジ
白
倉
に
配
置
し
た

営
業
や
、
自
動
販
売
機
を

設
置
し
て
の
お
土
産
品
の

販
売
は
い
か
が
か
。

【
総
合
産
業
課
長
】　
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は
、

３
施
設
で
柔
軟
な
営
業
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
自
販
機
設

置
な
ど
に
つ
い
て
は
、
指

定
管
理
者
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】　
世
界
的
な
有
名

誌
で
「
2
0
2
6
年
に

行
く
べ
き
世
界
の
旅
行
先

25
選
」
に
山
形
県
が
選
ば

れ
た
。
山
岳
観
光
の
環
境

整
備
の
拡
充
や
農
泊
の
推

進
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】　
こ
の
好
機
を
逃

さ
ず
に
、
大
切
な
観
光
資

源
と
捉
え
、
近
隣
市
町
村

や
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】　
友
好
都
市
協
定

を
締
結
し
て
い
る
茂
木
町

の
道
の
駅
は
、
全
国
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。
物
産
品

の
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
、

人
材
の
交
換
研
修
な
ど
を

行
い
、「
稼
ぐ
観
光
」
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】　
素
晴
ら
し
い
提

案
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

茂
木
町
と
、
㈱
朝
日
町
総

合
産
業
開
発
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

【
質
問
】　

寒
河
江
市
・

朝
日
町
間
の
直
行
バ
ス

の
利
用
者
は
、
過
去
３

年
間
対
比
で
は
激
減
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

今
後
の
乗
車
人
員
や
収

支
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

運
転
手
の
確
保
に
つ
い

て
は
現
在
の
業
者
委
託

で
は
な
く
、
直
営
で
対

応
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

【
政
策
推
進
課
長
】　

さ

ま
ざ
ま
な
経
費
や
人
的

な
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
総
合
的
に
判
断
し

た
結
果
、
現
体
制
で
対

応
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
町
長
】　

西
村
山
管
内

に
お
け
る
通
学
者
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者

は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
現
運
行
体
制
を
希

望
す
る
声
が
最
も
多
い

こ
と
か
ら
、
今
後
も
「
通

学
の
足
」
と
し

て
現
在
の
運
行

体
制
を
維
持
し

て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】　
二
次

交
通
移
動
支
援

事
業
は
開
始
か

ら
３
年
が
経
過

し
、
利
用
者
も

増
加
傾
向
に
あ

る
。
今
後
の
体

制
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

【
町
長
】　
定
額

で
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
、
宮
宿

地
内
を
移
動
で

き
る
こ
と
か
ら
、

町
民
の
利
便
性

向
上
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
タ
ク
シ
ー
事
業

者
と
の
連
携
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

「
町
民
の
足
」
対
策
は

稼
ぐ
観
光
、
茂も

て

木ぎ

町ま
ち

と

人
材
も
交
流
を

利
便
性
向
上
の
た
め

現
体
制
を
維
持

ぜ
ひ
連
携
し
て

い
き
た
い

町長

町長
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【
質
問
】　
町
と
し
て
、
ク

マ
が
人
里
に
下
り
て
こ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
対

策
や
考
え
は
。

【
町
長
】　
国
や
県
の
事
業

を
活
用
し
、
住
家
周
辺
の

「
放
任
果
樹
木
の
伐
採
」

な
ど
へ
の
補
助
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
対
応
策
と
し
て

「
緩
衝
帯
」
を
設
け
る
こ

と
が
、
有
効
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
人
と
動
物
の
生

活
エ
リ
ア
を
明
確
に
区
分

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
、
管
理
者
が
地
元
に
い

な
い
こ
と
な
ど
が
原
因
で
、

十
分
な
手
入
れ
が
で
き
な

い
状
態
が
続
い
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
や
ぶ
や
草

む
ら
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
、
農
地
を
持
っ
て
い
る

方
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
地
域
住
民

の
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
で
す
。
国
や

県
の
事
業
を
活
用
し
た

「
緩
衝
帯
の
整
備
」
に
取

り
組
む
こ
と
は
可
能
で
す

が
、
持
続
し
て
い
く
た
め

の
体
制
が
整
わ
な
け
れ
ば
、

同
じ
課
題
が
生
じ
て
し
ま

う
の
で
、
多※
面
的
機
能

支
払
交
付
金

や
中※
山
間
地

域
等
直
接
支

払
交
付
金
を

活
用
し
、
維

持
管
理
の
体

制
づ
く
り
を

進
め
る
と
と

も
に
、
こ
れ

ま
で
取
り
組

み
を
実
施
し

て
い
な
い
地
域
へ
の
支
援

策
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、

ク
マ
が
人
里
に
近
づ
か
な

い
た
め
の
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】　
果
樹
団
地
内
に

お
い
て
、
隣
接
す
る
２
人

の
り
ん
ご
栽
培
者
が
、
そ

れ
ぞ
れ
個
別
に
電
気
柵
を

設
置
す
る
の
で
は
な
く
、

共
同
で
２
つ
の
園
地
を
一

体
的
に
囲
う
こ
と
で
、
境

界
部
分
の
配
線
が
不
要
と

な
り
、
結
果
と
し
て
経
費

削
減
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
こ
う
し
た
共
同
設
置

に
よ
る
電
気
柵
に
対
す
る

補
助
は
。

【
農
林
振
興
課
長
】　
個
人

で
設
置
す
る
場
合
の
補
助

限
度
額
を
基
準
と
し
て
算

定
し
ま
す
。
隣
接
す
る
２

人
で
話
し
合
っ
て
申
請
し

て
い
た
だ
き
、
共
同
で
設

置
す
る
場
合
に
つ
い
て
も

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
質
問
】　

80
歳
以
上
の

り
ん
ご
栽
培
者
に
と
っ

て
電
気
柵
の
設
置
や
回

収
の
作
業
は
重
労
働
で

す
。
そ
の
作
業
を
町
内

在
住
者
に
委
託
す
る
場

合
の
支
援
策
を
新
た
に

設
け
る
考
え
は
。

【
農
林
振
興
課
長
】　
栽
培

者
の
高
齢
化
も
あ
り
、
年

齢
要
件
や
一
定
の
ル
ー
ル

を
設
け
た
上
で
、
支
援
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

【
質
問
】　
販
売

者
の
協
力
を
得

て
、
全
国
に
発

送
す
る
り
ん
ご

箱
の
中
に
、
町

が
作
成
し
た
１

種
類
の
Ｐ
Ｒ
チ

ラ
シ
に
限
ら
ず
、

「
空
気
神
社
」

や
「
大
沼
の
浮

島
」「
ワ
イ
ン

城
」
な
ど
を
題
材
と
し
た
、

毎
年
違
う
写
真
入
り
チ
ラ

シ
を
新
た
に
作
成
し
て
の

Ｐ
Ｒ
戦
略
は
。

【
町
長
】　
町
が
工
夫
を
凝

ら
し
た
印
刷
物
を
作
成
し
、

発
送
者
の
協
力
を
得
て
、

り
ん
ご
箱
の
中
に
入
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、
町
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
一
つ
の
施

策
と
考
え
ま
す
。

ク
マ
を
近
づ
か
せ
な
い

対
策
は

共
同
で
設
置
す
る

「
電
気
柵
」へ
の
補
助
は

緩
衝
帯
を
設
け
る
の
が

有
効

２
人
以
上
で
の
申
請
も

補
助
対
象
で
す

町長

町長

※�

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
…
農
業
者
と
地
域

住
民
が
農
地
、
水
路
、
農
道
な
ど
の
地
域
資

源
を
共
同
活
動
で
保
全
管
理
し
て
い
る
活
動

組
合
に
交
付
す
る
交
付
金
制
度
で
す
。

※�

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
…
農
業

生
産
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
で
農
業

を
営
む
農
業
者
に
対
し
て
、
平
地
地
域
と

の
生
産
コ
ス
ト
差
を
補
填
す
る
た
め
に
支

給
さ
れ
る
交
付
金
で
す
。
５
年
以
上
農
業

を
続
け
る
こ
と
を
約
束
し
た
農
業
者
の

方
々
に
対
し
て
、
交
付
金
が
出
ま
す
。
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当
町
で
は
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
つ
つ
さ
ら
な
る
教
育
の

推
進
を
図
る
た
め
、
保
育
園
お

よ
び
義
務
教
育
期
間
全
体
を
通

し
て
一
貫
し
た
教
育
目
標
の
も

と
で
行
わ
れ
る
小
中
一
貫
教
育

に
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
検
討

し
、
３
つ
の
小
学
校
と
１
つ
の

中
学
校
を
結
合
し
た
、
施
設
一

体
型
義
務
教
育
学
校
「
あ
さ
ひ

未
来
学
園
」
の
創
設
を
決
定
し

た
。

　
現
在
、
令
和
11
年
４
月
の
開

校
に
向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
中
、
義
務
教
育
学
校
の
先

進
事
例
を
調
査
す
る
こ
と
で
、

義
務
教
育
学
校
へ
の
理
解
を
一

層
深
め
、
「
あ
さ
ひ
未
来
学

園
」
に
関
し
て
、
よ
り
良
い
議

論
や
提
言
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　
今
年
４
月
、
既
存
小
学
校
４

校
（
う
ち
１
校
は
事
前
に
統
合

済
）
と
中
学
校
１
校
を
統
合
し

て
開
校
。
児
童
生
徒
8
0
7
名

で
、
１
年
～
６
年
生
（
小
学

生
）
と
７
年
～
９
年
生
（
中
学

生
）
は
各
学
年
３
学
級
、
特
別

支
援
学
級
は
４
学
級
編
成
。

　
既
存
校
舎
の
改
修
と
新
校
舎

建
設
を
並
行
し
つ
つ
、
工
事
中

の
部
分
が
あ
っ
て
も
教
育
活
動

は
支
障
な
く
実
施
。
通
学
方
法

は
、
前
期
課
程
は
片
道
２
km
以

上
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
後
期
課

程
は
徒
歩
か
自
転
車
。
統
合
決

定
か
ら
開
校
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド

感
は
、
朝
日
町
で
も
参
考
に
す

べ
き
と
い
う
所
感
で
し
た
。

　
震
災
後
の
避
難
解
除
後
も
人

口
回
復
が
進
ま
な
い
中
で
設
立

さ
れ
た
義
務
教
育
学
校
で
、
開

校
６
年
目
。
児
童
生
徒
75
名
の

小
規
模
校
だ
が
、
複
式
学
級
を

教
科
担
任
制
で
補
い
、
効
率
的

に
授
業
を
運
営
し
て
い
る
。
通

学
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
応
で
、

域
外
か
ら
の
通
学
者
や
併
設
の

認
定
こ
ど
も
園
児
も
利
用
。
こ

ど
も
園
と
の
連
携
交
流
に
よ
り
、

ゆ
と
り
あ
る
教
育
環
境
を
実
現

し
て
お
り
、
朝
日
町
で
も
教
科

担
任
制
や
連
携
交
流
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
い
う

所
感
で
し
た
。

総務文教常任委員会行政調査報告
令和７年10月７日（火）〜８日（水）

福島市立
松
し ょ う り ょ う

陵義務教育学校
福島県飯

い い た て

舘村立
いいたて希望の里学園

目
的
目
的

福
島
市
立
松
陵
義
務
教
育
学
校

福
島
市
立
松
陵
義
務
教
育
学
校

飯
舘
村
立
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園

飯
舘
村
立
い
い
た
て
希
望
の
里
学
園

参加者
和田一則委員長
石井喜久男副委員長
細谷秀明委員
阿部正明委員
鈴木義昭委員
長岡裕二委員
阿部正文議会事務局長
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議会議会のの活動活動
視察の来訪がありました

福島県大
お お た ま む ら

玉村議会　議会運営委員会・議会広報編集特別委員会
視察日：令和７年11月10日（月）

【研修目的】
　議会運営全般および議会広報編集に関しての調
査について、相互に活発な質疑応答により議会の
活性化に資することを目的とする。

【研修内容】
　意見交換会、活性化特別委員会、議会中継、政務
活動費、地域おこし協力隊との情報交換会などに
ついて説明を行いました。また、議会広報編集につ
いては、作業工程や役割分担、地域のリーダーから
の提言の取材のあり方などについて意見を交わし、
多様で有意義な意見交換会となった。

熊本県五
い つ き む ら

木村議会　川辺川ダム対策再建特別委員会
視察日：令和７年11月18日（火）

【研修目的】
　コミュニティ交通に関する調査（各事業の実施
方法、デマンドタクシー、寒河江市・朝日町間の
直行バス、コミュニティ交通構築などについて）

【研修内容】
　事前に質問のあった項目などについて、担当の
政策推進課を中心に回答し、その後質疑応答を
行った。五木村は中山間地で当町と環境面で共通
点も多く、有意義な情報交換ができた。

宮城県七
し ち が は ま ま ち

ヶ浜町議会　議会広報広聴常任委員会
視察日：令和７年11月17日（月）

【研修目的】
　議会広報誌作り全般について（編集方針、編集
内容、特徴ある企画ページなど）

【研修内容】
　事前に質問のあった項目などについて、長岡広
報常任委員会委員長および事務局による回答の
後、質疑応答に入りました。活発な質問をいただ
き、有意義な情報意見交換の場となった。
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山辺・朝日両町議会議員協議会

朝日・白鷹両町連絡協議会

大江・朝日両町議会議員協議会総会

令和７年 10 月 15 日（水）
㈱朝日相扶製作所 リバーサイド研修センター

令和７年 10 月 23 日（木）
白鷹町中央公民館 大会議室

令和７年 10 月 24 日（金）
大江町役場 大会議室

・現地視察研修
　㈱朝日相扶製作所第２工場
・協議
 （1）令和６年度経過報告
 （2）両町共通課題について
    　・議員のなり手不足について
    　・鳥獣被害対策について

・協議
 （1）�令和６年度事業経過と収支報告に

ついて
 （2）国道 287 号線の整備状況について
 （3）広域観光について

・協議
 （1）要望書の提出
    　・主要地方道長井大江線道路改良
    　・一般県道中山三郷寒河江線道路改良
    　・一般県道左沢浮島線道路改良
    　・�県河川に関わる最上川治水対策

の推進について

㈱朝日相扶製作所「リバーサイド研修センター」で
行われた総会の様子

白鷹町長による主催者あいさつ

西村山地方選出の県議へ要望書を提出

　朝日町と隣接する町との協議会です。
　両町共通の利益、開発促進に寄与し、両町の住民福祉のため、同一歩調
を基盤として、強力に推進することを目的としています。

両町協議会の目的

大江・白鷹・山辺  大江・白鷹・山辺  両町協議会報告両町協議会報告
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議員研修会への参加

山形県町村議会議長会　議員研修会山形県町村議会議長会　議員研修会

村山地方町村議会議長会　議員合同研修会村山地方町村議会議長会　議員合同研修会

講　　演

講　　演

講　　演

講　　師

講　　師

講　　師

「災害時の議会・議員の役割」

「議員の責務と一般質問のあり方」

「議会改革・議会活性化のための議員活動」

今回のコロナ禍を通し自治体議会における業務継続計画の重要性
が再認識されたのは間違いない。
◆ポイント　◎継続したい第一は住民との対話
　　　　　　◎第二は徹底した議員間の討議
　　　　　　◎第三は意思決定機関としての役割と責任
　　　などについて有意義な講演をいただいた。

◆ポイント
　◎�議員の責務と活動・コンプライアン

スの特色
　◎�政治倫理、ハラスメントの防止（禁

止）
　◎�一般質問等により議論を活性化させ

るには
　などについて有意義な講演会だった。

◆ポイント　◎議会活動の総量
　　　　　　◎なり手不足問題議員の多様性
　　　　　　◎議会と住民
　　　�など、議会や議員、住民それぞれの課題を踏まえた講演で、議員一人ひとりが襟を正し、

議会議員活動に向き合う必要性を感じた有意義な講演会だった。

中央学院大学社会システム研究所
教授　福嶋　浩彦 氏

全国都道府県議会議長会　
元事務局次長　内田　一夫 氏

東京大学大学院法学政治学研究科
教授　金井　利之 氏

令和７年１０月27日（月） 山形国際交流プラザ（山形ビッグウイング）

令和７年12月19日（金） 山辺町中央公民館（集会ホール）
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  次の定例会は３月２日（月）開会予定です。
  　パソコンやスマートフォン等で、
議会中継をご覧いただけます。
　録画でもご覧いただけます。

　議会だより取材のため腕章を着用した議会
議員が写真撮影に伺うことがありますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。

山形県朝日町議会

tel:0237-67-3306   fax:0237-67-2117
mail:gikai@town.asahi.yamagata.jp

●  ご意見・ご感想は議会事務局まで  ●
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皆さんの地域の区長さんから、
町発展に向けた貴重なご意見を伺います。

宇津野区長
阿
あ べ
部　和

かずとし
寿さん

地域を見つめる地域を見つめる
リーダーたちの提言リーダーたちの提言

地域担当職員のあり方
　区の課題解決に向け、行政との橋渡し役としてお願いしているのが地域担当職
員です。しかしながら地域へのサポート役としての活動が十分に見えないのが実情
です。地域の現場で起きていることを実際に感じ取り、把握した課題を解決につな
げるとともに、その内容を日常の業務へ反映していただきたいと思っています。

町民の足確保
　町民の移動手段として長年親しまれてきたタクシー業者が、近々営業を終了す
ると聞いております。現在はデマンドタクシーが運行されており、日中はさほど
不便は感じないものの、夜の会合や緊急時の移動はタクシーに依存するしかない
のが実情です。今後、そうした不安を払拭するためにも、行政からの支援策を早
急に検討していただきたいと思います。

民家等の雪対策事業
　当町の高齢化が加速しているのに加え、一人暮らしの世帯も多くなっており、
冬場の雪下ろし作業が大きな負担となっています。町では「民家等の雪対策事業」
を実施していますが、世帯の条件に制約があり該当しない状況も散見されることか
ら、さらなる緩和策を講じるなどの対応をぜひ検討していただきたいと思います。
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「
米
」。

農
業
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基
幹
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す
る
当
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に
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は
、
農
業
へ
の
支
援

策
も
重
要
で
あ
る
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さ
て
、
今

年
の
漢
字
は
何
か
？

　
ま
ず
は
異
常
気
候
に
負
け
ず

“
う
ま
（
午
）”
く
豊
作
と
な
る

こ
と
を
願
い
た
い
。柴

田
喜
久
雄


